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第５回定時総会出席の皆さん 

                         

                                 

    

５
月
26
日(

土)

10
時
30
分
よ
り
多

摩
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
内
あ
ゆ
み(

多
摩

市
諏
訪
２-

５-

１)

に
て
、会
員
19
名

参
加
の
も
と
第
５
回
定
時
総
会
を
開
催

し
た
。 

藤
川
幹
事
長
が
進
行
を
務
め
、
中
山
支

部
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
ご
来
賓
の
飯

田
光
宏
多
摩
支
部
副
支
部
長(

町
田
地
域

支
部
顧
問)

よ
り
、
丁
重
な
ご
挨
拶
を
頂

戴
し
た
。 

そ
の
後
、
菊
池
副
支
部
長
を
議
長
に
選

出
し
諸
議
案
の
審
議
が
進
め
ら
れ
た
。 

第
１
号
議
案
平
成
29
年
度
活
動
実
績

報
告 

第
２
号
議
案
平
成
30
年
度
活
動
計
画

（
案
） 

第
３
号
議
案
役
員
担
当
変
更
の
件 

各
担
当
者
か
ら
議
案
の
趣
旨
説
明
が

行
わ
れ
、
審
議
後
一
括
し
て
賛
否
を
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
全
議
案
と
も
異
議
な
く
原
案

通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。(

諸
議
案
の
詳

細
議
事
録
参
照) 

安
波
副
支
部
長
に
よ
る
万
歳
三
唱
の

後
、
11
時
35
分
藤
川
幹
事
長
が
閉
会
を

宣
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
和
気
あ

い
あ
い
と
カ
ラ
オ
ケ
、
ビ
ン
ゴ
で
盛
り
上

が
り
祝
宴
は
終
了
し
た
。 
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紫  紺 
 

(第 11号) 

第
五
回
定
時
総
会
開
催 

 

 【 特  報 】 
明治大学マンドリン倶楽部 

ＯＢ会演奏会開催 
当地域支部主催です。 

ぜひぜひご来場ください。 

・日  時▼平成 31年１月 12日(土) 

開演 14:00 (開場13:30) 

・会  場▼パルテノン多摩小ホール 

・入場料▼2,000円（ペア 3,000円） 

・予約・問い合わせ 岩永まで  

℡042-371-0763 
 



明治大学校友会多摩市地域支部会報 紫紺 JUNE.1.2018 

 

- 2 - 

 

息子さんを抱っこした三平師匠を中心に 

参加の皆さん 

闘志を燃やした皆さん 

三平師匠ご一家 

   

一
、
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会 

＊
多
摩
支
部
主
催 

 

３
月
24
日(

土)
、
桜
は
五
分
咲
き
、

気
温
は
16
度
。
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
の

昭
和
記
念
公
園
で
、
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
63
名

が
参
加
し
、
傘
下
17
地
域
支
部
並
び
に

個
人
対
抗
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。競
技
終
了
後
は
、会
場
を
立
川
の「
良

銀
」
に
移
し
、
表
彰
式
と
懇
親
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

多
摩
市
地
域
支
部
は
ス
コ
ア
ー
41
の

峰
岸
さ
ん
が
個
人
９
位
と
健
闘
。
中
山

支
部
長
、
藤
川
幹
事
長
も
48(

38
位)

と

頑
張
り
、
団
体
戦
７
位
に
。
昨
年
の
屈

辱
的
な
最
下
位
を
脱
出
し
ま
し
た
。 

         
   

二
、
お
花
見
会 

昨
年
は
雨
に
た
た
ら
れ
実
施
出
来
な
か

っ
た
お
花
見
会
が
、
そ
の
鬱
憤
を
晴
ら
す

か
の
様
な
満
点
の
気
象
条
件
の
下
、
４

月
１
日(

日)

に
多
摩
市
の
「
桜
ヶ
丘
公

園
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
朝
の
５
時
半
か
ら
中
山
支

部
長
・
鶴
田
副
支
部
長
に
場
所
取
り
を
し

て
頂
き
、
例
年
通
り
の
一
等
地
を
確
保
、

食
料
品
買
出
し
部
隊
の
到
着
を
待
っ
て
、

11
時
よ
り
支
部
長
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し

た
。 気

温
20
度
、
微
風
、
桜
は
満
開
。
や

や
散
り
始
め
た
花
び
ら
が
、
時
折
吹
く
そ

よ
風
に
、
家
族
含
め
総
勢
20
名
の
杯
に

浮
き
、<

こ
れ
ぞ
お
花
見
の
醍
醐
味>

を
タ

ッ
プ
リ
味
わ
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
12
時
過
ぎ
、
か
の
高
視
聴
率

テ
レ
ビ
番
組
「
笑
点
」
の
大
喜
利
メ
ン
バ

ー
で
お
馴
染
み
の
落
語
家
・
林
家
三
平
師

匠
が
息
子
さ
ん
と
一
緒
に
突
然
参
加
さ
れ
、

全
員
ビ
ッ
ク
リ
！！！ 

予
期
せ
ぬ
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
に
皆

さ
ん
右
往
左
往
で
大
興
奮
！ 

乾
杯
・
談

笑
・
撮
影
し
た
り
、
息
子
さ
ん
（
テ
レ
ビ

で
名
前
を
一
般
公
募
し
た
柊
乃
助
君
）
を

抱
っ
こ
し
た
り
で
大
盛
り
上
が
り
と
な
り

ま
し
た
。 

実
は
今
回
参
加
し
た
國
分
幹
事
は
師

匠
の
義
父
に
あ
た
り
（
実
の
娘
の
美
人
女

優
・
國
分 

佐
智
子
さ
ん
が
師
匠
の
奥
さ

ん
）、た
ま
た
ま
実
家
に
帰
省
し
た
の
で
、

参
加
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。 

と
に
か
く
今
年
は
、
天
候
・
お
花
に
も

恵
ま
れ
、
特
別
な
お
客
様
と
も
会
え
、
美

味
し
い
お
酒
も
飲
め
、
笑
顔
・
笑
顔
の
楽

し
い
ひ
と
時
が
過
ご
せ
た
素
晴
ら
し
い
お

花
見
会
で
し
た
。 

三
、
筍
狩
り 

今
年
の
企
画
第
２
弾
と
し
て
「
筍
狩

り
」
が
、
校
友
の
経
営
す
る
関
戸
の
「
須

藤
農
園
」
で
、
４
月
22
日(

日)

10
時
か

ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
一
足
飛
び
気

温
29
度
晴
天
の
夏
日
、
木
陰
が
恋
し
い

状
況
で
し
た
が
、家
族
を
含
め
校
友
20
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
前
回
の
花
見

に
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
出
で
頂

い
た
林
家
三
平
師
匠
に
、
今
回
は
奥
様
で

女
優
の<

国
分
佐
智
子>

さ
ん
が
ご
子
息

と
一
緒
に
、
ま
た
ま
た
ご
参
加
下
さ
い
ま

し
た
。 

筍
は
こ
こ
２
、
３
日
の
夏
日
に
よ
り
急

成
長
。
多
少
育
ち
す
ぎ
の
も
の
も
あ
り
ま

し
た
が
、
み
ず
み
ず
し
い
新
鮮
な
筍
が
多

数
顔
を
出
し
て
お
り
ま
し
た
。
ガ
ッ
チ
リ

と
根
を
張
り
、
掘
り
起
し
に
は
意
外
と
コ

下 

期 

活 

動 

報 

告 

 

来
年
も 

頑
張
る
ぞ
～
！ 
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岡本太郎美術館見学 

ツ
と
力
が
必
要
で
し
た
。
三
平
ご
夫
妻
も

筍
狩
り
は
初
め
て
と
の
事
で
し
た
が
、
な

か
な
か
堂
に
入
っ
た
腰
つ
き
で
掘
り
起
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
須
藤
さ
ん
の
助

け
を
借
り
て
十
分
な
量
を
確
保
、
ニ
コ
ニ

コ
顔
で
そ
れ
ぞ
れ
が
撮
影
し
談
笑
し
な
が

ら
、
楽
し
く
充
実
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。 

 

四
、
生
田
緑
地
で
ハ
イ
キ
ン
グ 

菊
池 

武
信(

Ｓ
42
経
営) 

ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会
が
企
画
し
、
５
月

11
日(

金)

に
実
施
し
ま
し
た
。こ
こ
数
日

季
節
が
逆
戻
り
し
た
よ
う
な
天
気
模
様
で

し
た
が
、
当
日
は
快
晴
と
な
り
、
絶
好
な

ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
。
参
加
者
は
６
名
。

朝
、
小
田
急
永
山
駅
に
集
合
し
、
登
戸
駅

ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。 

 

ま
ず
生
田
緑
地
北
口
か
ら
、
丘
の
急
勾

配
の
木
道
を
、
頂
上
の
桝
形
山
ま
で
登
り

ま
し
た
。
頂
上
の
展
望
台
に
上
り
360
度

の
パ
ノ
ラ
マ
風
景
を
俯
瞰
し
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
可
愛
い
幼
稚
園
児
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
り
ま
し
た
。
続
い
て｢

伝
統
工
芸

館｣

（
藍
染
工
房
）
を
見
学
、
そ
の
後
丘

を
下
り
平
場
へ
。
そ
し
て
楽
し
み
に
し
て

い
た
岡
本
太
郎
美
術
館
に
入
り
「
岡
本
太

郎
の
写
真
採
集
と
思
考
の
は
ざ
ま
」
展
を

タ
ッ
プ
リ
観
賞
し
ま
し
た
。
は
る
か
昔
の

高
校
時
代
、
美
術
部
に
在
籍
し
て
い
た
者

の
個
人
的
感
想
で
す
が
、
造
形
力
が
圧
倒

的
に
す
ご
い
な
～
と
感
じ
ま
し
た
。(

没

後
22
年
と
聞
き
ま
し
た)  

今
度
は
そ
こ

で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
女
子
高
校
生
の
団
体

と
一
緒
の
見
学
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

            

そ
の
後
緑
地
内
に
あ
る
古
民
家
の
蕎

麦
処
で
昼
食
、
最
後
に
「
川
崎
市
宇
宙
と

緑
の
科
学
館
」
を
見
て
、
帰
路
に
着
き
ま

し
た
。
５
月
の
薫
風
に
肌
を
さ
ら
し
、
心

地
よ
い
時
間
を
す
ご
し
ま
し
た
。 

 

尚
、
世
話
人
の
一
人
で
あ
る
楳
田
さ
ん

は
体
調
す
ぐ
れ
ず
、
残
念
な
が
ら
途
中
で

リ
タ
イ
ア
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

一
、
カ
ラ
オ
ケ｢

紫
紺
の
会｣ 

毎
月
、
楽
し
く
開
催
♪ 

 

・
日 

時
▼
原
則 

毎
月
最
終
週
土
曜
日 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
(

次
回
は
７
月
28
日) 

 
 
 
 

15:

30
～
18:

15 

・
場 

所
▼
ひ
じ
り
館
２
Ｆ
和
室 

・
会 

費
▼
５
０
０
円 

・
会
場
予
約
の
状
況
に
よ
り
、
日
時
が
変

更
に
な
る
場
合
は
連
絡
し
ま
す
。 

・
申
込
・
問
い
合
わ
せ 

矢
場
ま
で 

(

携
帯) 090-8495-7331 

(

メ
ー
ル)i-yaba@mx3.ttcn.ne.jp 

 

ニ 

、
東
京
競
馬
貴
賓
室
席
で
観
戦 

＊
府
中
地
域
支
部
主
催 

・
日 

時
▼
11
月
25
日(

土)

10:

00 

・
会 

費
▼
５
，
０
０
０
円 

・
昼
食
・
飲
み
物
付
き 

・
男
性
ネ
ク
タ
イ
＆
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用 

・
申
込
・
問
い
合
わ
せ 

伊
東
ま
で 

(

携
帯) 080-3024-3070 

(
メ
ー
ル)k

a
tsu

-h
iro@

p
g
7
.so

-n
e
t.n

e
.jp 

 三
、
ラ
グ
ビ
ー 

｢
明
早
戦｣

応
援
観
戦 

・
日 

時
▼
12
月
３
日(

日) 

・
場 

所
▼
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場 

・
会 

費
▼
入
場
料
４
，
０
０
０
円 

・
懇
親
会
費
▼
４
，
０
０
０
円 

・
申
込
・
問
い
合
わ
せ 

秋
山
ま
で 

(

携
帯) 

090-1056-6167 

(

メ
ー
ル)akiyama3@bg.wakwak.com 

 

四
、
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン 

倶
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
演
奏
会 

地
域
振
興
を
願
っ
て
企
画
し
ま
し
た
。

成
功
に
向
け
、
校
友
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
１
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

五
、
百
草
園
観
梅
会 

＊
日
野
地
域
支
部
主
催 

・
日 

時
▼
２
月
24
日(

日) 

・
集 

合
▼
10:

30
現
地 

・
申
込
・
問
い
合
わ
せ 

伊
東
ま
で 

 

六
、
多
摩
支
部
地
域
支
部
対
抗 

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会 

・
日 

時
▼
３
月
24
日(

土) 

10:

30
～
15:

30 

・
場 

所
▼
昭
和
記
念
公
園 

・
会 

費
▼
ゲ
ー
ム
代
５
０
０
円 

・
懇
親
会
費
▼
３
，
０
０
０
円 

13
時
～
表
彰
式
及
び
懇
親
会 

立
川｢

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル｣

に
て 

・
申
込
・
問
い
合
わ
せ 

峯
岸
ま
で 

(

電
話) 

042-374-4020 

(

メ
ー
ル)macky1965@excite.co.jp 

今 

後 

の 

事 

業 

計 

画 



明治大学校友会多摩市地域支部会報 紫紺 JUNE.1.2018 

 

- 4 - 

 

「モランボン楽団」の女性陣

と 

鴨緑江から見た中国丹東市 

秋
葉
原
で
電
子
部
品
物
色 

   

一
、
北
朝
鮮
は
今
・
・
・
・ 

伊
東 

勝
義(

Ｓ
35
商) 

 

現
在
、
国
際
情
勢
が
北
朝
鮮
の
動
き
に
、

米
中
韓
が
今
迄
と
違
っ
た
話
合
い
路
線

を
見
せ
、
今
ま
さ
に
テ
レ
ビ
で
は
金
・
文

両
首
脳
の
南
・
北
会
談
が
放
映
さ
れ
て
お

り
、
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

思
え
ば
私
の
高
校
時
代
の
同
級
生
（
在
日

２
世
）
が
、
バ
ラ
色
の
人
生
を
夢
見
て

北
朝
鮮
に
渡
り
夢
破
れ
、
友
（
同
級
生
で

私
の
親
友
の
妻
）
の
援
助
を
仰
ぐ
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、半
世
紀
近
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
援
助
が
評
価
さ
れ
た
の
か
、
彼
女
は

ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
が
訪
朝
す
る
時
等
に

度
々
招
待
さ
れ
、
何
度
か
北
朝
鮮
に
行
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
為
私
も
北
朝
鮮
に
は
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
決
定
的
に
な

っ
た
の
は
、
今
か
ら
十
年
前
の
夏
、
韓
国

で
実
施
さ
れ
た
初
め
て
の
「
北
朝
鮮
離
散

家
族
再
会
」
の
歴
史
的
現
場
に
偶
然
立
ち

会
っ
た
時
で
し
た
。
こ
の
日
は
ソ
ウ
ル
・

ウ
オ
ー
カ
ー
ヒ
ル
の
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

を
国
が
貸
切
と
し
ま
し
た
。
正
面
の
広
場

に
、
ホ
テ
ル
か
ら
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
を
纏
っ

た
北
朝
鮮
の
老
婆
が
最
初
に
現
れ
、
多
勢

の
報
道
陣
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
涙
々
の
再

会
劇
が
始
ま
り
ま
し
た
。（
私
達
は
当
時

唯
一
カ
ジ
ノ
を
持
つ
同
ホ
テ
ル
の
カ
モ
で

し
た
の
で
、
特
別
配
慮
が
さ
れ
た
よ
う
で

貸
切
な
の
に
宿
泊
出
来
ま
し
た
） 

離
散
家
族
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
ち
こ
ち
で

感
激
の
再
会
、
私
も
そ
の
渦
中
に
巻
き
込

ま
れ
、
日
本
人
と
し
て
ど
う
思
う
か
と
の

イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
を
、
韓
国
Ｋ
Ｂ
Ｓ
テ
レ

ビ
か
ら
受
け
ま
し
た
。「
こ
れ
を
契
機
に

両
国
が
歩
み
寄
り
、
平
和
的
な
関
係
に
一

歩
一
歩
近
づ
け
る
と
良
い
で
す
ね
」
と
答

え
ま
し
た
が
、
現
実
は
…
？  

 

そ
し
て
昨
年
唯
一
中
国
と
北
朝
鮮
が

橋
で
繋
が
っ
て
い
る
中
国
丹
東
市
に
行
っ

て
来
ま
し
た
が
、
鴨
緑
江
を
挟
ん
で
、
ビ

ル
群
の
明
る
い
中
国
と
暗
い
北
朝
鮮
は
あ

ま
り
に
も
対
照
的
で
し
た
。
た
だ
、
各
国

か
ら
経
済
制
裁
を
受
け
て
い
る
北
朝
鮮
で

す
が
、「
中
・
朝

友
好
橋
」
は
ト
ラ

ッ
ク
の
行
き
来
は

盛
ん
で
し
た
。
又

白
タ
ク
で
案
内
し

て
も
ら
っ
た
場
所

は
最
も
北
朝
鮮
に

近
く
、
監
視
の
北

朝
鮮
兵
士
が
目

視
出
来
、
緊
張
し

ま
し
た
。（
韓
国

で
も
国
境
に
は
何
度
か
行
き
ま
し
た
が
、

こ
ん
な
近
く
で
北
朝
鮮
を
見
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
） 

 

で
は
最
近
の
現
状
は
ど
う
か
と
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
シ
ェ
イ
ム
リ
ア
ッ
プ
市
の
北
朝
鮮

レ
ス
ト
ラ
ン
の
状
況
を
見
て
み
ま
し
た
。

一
昨
年
は
３
千
円
（
意
外
と
美
味
い
韓
国

料
理
＆
シ
ョ
ー
）
が
昨
年
は
５
千
円
と
な

り
、
モ
ラ
ン
ボ
ン
楽
団
の
シ
ョ
ー
中
撮
影

も
、
終
わ
っ
た
後
の
会
話
も
禁
止
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

以
上
か
ら
判
断
す
る
と
経
済
制
裁
が

効
い
て
き
て
、
出
先
の
規
制
も
厳
し
く
な

り
、
本
国
へ
の
送
金
も
大
幅
に
増
え
、
大

変
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
従
っ
て
こ

の
時
期
に
行
わ
れ
た
各
国
と
の
首
脳
会
談

は
、
金
委
員
長
に
と
っ
て
、
経
済
制
裁
の

緩
和
、
現
政
治
体
制
の
維
持
、
国
際
舞
台

へ
の
登
場
と
一
石
三
鳥
と
な
る
の
で
は
。

（
た
だ
都
合
が
悪
く
な
れ
ば
、
相
手
の
せ

い
に
し
て
い
つ
で
も
破
棄
す
る
と
思
わ
れ

ま
す
） 

い
ず
れ
に
し
て
も
是
非
成
功
し

て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

ニ
、
真
空
管
と
の
出
会
い
か
ら 

峯
岸 

正
己
（
Ｓ
63
工
） 

電
子
工
作
を
始
め
た
の
は
今
か
ら
遡
る

こ
と
40
数
年
前
、
小
学
５
年
生
夏
の
宿

題
で
ク
ラ
ス
皆
を
驚
か
せ
よ
う
と
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
当
時
、
電
子
工
作

な
ど
同
級
生
誰
も
気
に
す
る
こ
と
な
し
。

図
書
館
に
行
く
の
は
好
き
で
し
た
が
、
物

語
よ
り
科
学
的
な
本
ば
か
り
を
読
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
の
時
見
つ
け
た
１
冊
の
電
子

工
作
の
本
に
惹
か
れ
て
電
子
工
作
の
世

界
に
入
り
ま
し
た
。 

借
り
た
本
を
鞄
に
入
れ
て
、
一
人
で
秋

葉
原
に
部
品
を
買
い
に
行
き
ま
し
た
。
秋

葉
原
駅
を
降
り
、
電
気
街
へ
と
足
を
運
ぶ
。

ま
さ
に
別
世
界
。
初
め
て
見
る
電
子
部
品

に
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。
大
人
達
に
交
じ

っ
て
買
い
物
を
し
て
い
る
と
、
店
の
棚
に

真
空
管
が
た

く
さ
ん
並
ん

で
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
真
空

管
と
の
最
初

の
出
会
い
で

し
た
。
必
要

な
部
品
の
購

入
を
店
の
人

会 

員 

活 

動 

便 

り 
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待望の 

「マッキントシュ社」の真空管 

最
近
の
筆
者 

に
手
伝
っ
て
も
ら
い
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

家
に
戻
っ
て
早
速
製
作
記
事
を
見
な
が

ら
工
作
開
始
。
初
め
て
の
半
田
付
け
作
業
。

最
初
は
上
手
く
い
か
ず
苦
労
し
ま
し
た
。

時
間
は
掛
か
り
ま
し
た
が
な
ん
と
か
完
成
。

恐
る
恐
る
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、
暫
く
し
て

声
が
聞
こ
え
た
時
は
感
動
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
聞
こ
え
る
の
が
近
場
の
放
送
局

ば
か
り
で
し
た
の
で
、
遠
く
の
放
送
局
を

聞
き
た
く
て
ア
ン
テ
ナ
線
を
長
く
し
た
り

し
て
改
良
を
加
え
、
深
夜
放
送
を
楽
し
み

ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
ラ
ジ
オ
少
年
と

な
っ
た
自
分
は
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
く

る
音
楽
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
中

学
生
に
な
る
と
オ
ー
デ
ィ
オ
に
興
味
を
移

す
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

中
学
生
時
代
に
は
、
同
じ
よ
う
な
趣
味

を
持
つ
仲
間
が
集
ま
り
、
放
課
後
は
オ
ー

デ
ィ
オ
談
義
。洋
楽
を
聴
く
よ
う
に
な
り
、

中
古
の
Ｌ
Ｐ
を
購
入
し
仲
間
内
で
貸
し
借

り
し
ま
し
た
。
友
達
の
親
が
経
営
し
て
い

た
電
気
屋
が
オ
ー
デ
ィ
オ
製
品
も
扱
っ
て

お
り
、
Ｌ
Ｐ
持
参
で
お
邪
魔
し
て
持
参
し

た
Ｌ
Ｐ
を
聴
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
時
に
使
用
し
て
い
た
の
が
米
国
製
マ
ッ

キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
社
の
真
空
管
ア
ン
プ
で
し

た
。
こ
の
世
界
的
に
有
名
な
ア
ン
プ
に
魅

せ
ら
れ
た
人
は
数
知
れ
ず
、
自
分
も
そ
の

一
人
。
外
観
の
美
し
さ
、
音
の
良
さ
は
間

違
い
な
く
逸
品
だ
と
中
学
生
な
が
ら
思
い

ま
し
た
。
国
産
の
オ
ー
デ
ィ
オ
セ
ッ
ト
で

は
物
足
り
な
さ
を
感
じ
つ
つ
「
何
時
か
は

真
空
管
ア
ン
プ
を
使
い
た
い
」
と
思
い
続

け
ま
し
た
。 

３
年
ほ
ど
前
に
念
願
の
キ
ッ
ト
品
を
購

入
、
現
在
２
機
種
の
ア
ン
プ
を
所
持
。
真

空
管
に
は
量
産
品
に
は
な
い
個
性
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
慣
ら
し
運
転
が
必
要
で
す
。

そ
の
あ
た
り
が
半
導
体
ア
ン
プ
と
違
う
と

こ
ろ
。
エ
ー
ジ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
綺
麗

な
音
が
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
意
外

と
扱
い
が
難
し
い
で
す
。 

又
、真
空
管
ア
ン
プ
は
音
だ
け
で
な
く
、

外
観
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
ま
す
。
既
に

国
産
品
は
あ
り
ま
せ
ん
が
海
外
品
は
入
手

可
能
で
す
。
ほ
の
か
に
光
る
フ
ィ
ラ
メ
ン

ト
を
眺
め
な
が
ら
好
き
な
音
楽
を
聴
く
の

は
至
福
の
時
間
、
デ
ジ
タ
ル
な
時
代
に
レ

ト
ロ
な
設
備
で
楽
し
む
音
楽
は
、
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
。
こ
れ
か
ら
も
真
空
管
ア

ン
プ
を
使
い
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。 

   

「
何
が
違
う
の
か
？
」 

や
る
か
や
ら
な
い
か
の
違
い
だ
け
だ
。 

今
村 

隆
正(

S

59
文) 

上
手
く
行
く
時
、
停
滞
し
て
い
る
時
、

下
降
し
て
い
る
時
、
人
生
に
は
誰
し
も
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
が
あ
る
。
望
ん
だ
結
果
が

出
せ
て
い
る
時
と
そ
う
で
な
い
時
は
何
が

違
う
の
か
？ 

私
自
身
の
経
験
か
ら
見
て

い
こ
う
と
思
う
。
ま
ず
写
真
専
門
学
校
の

頃
の
こ
と
を
書
こ
う
。 

私
は
写
真
専
門
学
校
で
学
ん
で
い
た

頃
、
生
計
を
立
て
る
た
め
の
仕
事
を
し
て

い
る
時
間
と
寝
て
い
る
時
間
、
そ
し
て
写

真
を
撮
影
し
て
い
る
時
間
以
外
は
ほ
ぼ
毎

日
の
よ
う
に
暗
室
に
入
っ
て
い
た
。
生
計

を
立
て
る
と
言
っ
た
の
は
、
私
は
大
学
を

出
て
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
写
真
専
門
学

校
に
通
っ
て
い
た
か
ら
だ
。 

 

暗
室
に
入
る
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
と

い
う
と
、
当
時
は
白
黒
フ
ィ
ル
ム
を
自
分

で
現
像
し
て
、
自
分
で
現
像
し
た
フ
ィ
ル

ム
か
ら
自
分
で
印
画
紙
へ
プ
リ
ン
ト
す
る

と
い
う
こ
と
だ
。
写
真
家
と
い
う
の
は
撮

る
だ
け
で
は
な
く

て
、
こ
の
全
て
の

過
程
が
き
ち
ん
と

で
き
な
い
と
一
人

前
と
は
言
え
ず
、

人
に
感
動
を
与
え
る
写
真
な
ど
作
れ
る
は

ず
も
な
い
か
ら
だ
。
こ
れ
は
デ
ジ
タ
ル
に

な
っ
た
今
も
同
じ
で
、
暗
室
が
パ
ソ
コ
ン

に
代
っ
た
だ
け
だ
。 

 

撮
っ
た
フ
ィ
ル
ム
の
本
数
だ
け
写
真
は

上
達
す
る
し
、
暗
室
に
入
っ
た
時
間
だ
け

プ
リ
ン
ト
も
上
達
す
る
。
当
り
前
の
こ
と

だ
。誰
が
考
え
て
も
明
白
な
原
理
原
則
だ
。

こ
こ
で
、
才
能
や
セ
ン
ス
の
話
し
を
持
ち

出
す
人
が
い
る
が
、
そ
れ
は
違
う
。
少
な

く
と
も
私
自
身
の
こ
と
や
私
の
周
り
の
人

た
ち
の
こ
と
を
見
て
き
た
限
り
そ
れ
は
違

う
。
勿
論
、
そ
れ
ま
で
の
人
生
経
験
の
違

い
か
ら
写
真
作
り
の
セ
ン
ス
は
違
う
。
し

か
し
、
ど
の
作
家
の
セ
ン
ス
が
好
き
か
は

観
る
側
の
人
が
決
め
る
こ
と
だ
。 

 

私
は
と
に
か
く
沢
山
撮
影
し
た
。
外
に

撮
影
に
出
る
と
フ
ィ
ル
ム
５
～
６
本
く
ら

い
は
す
ぐ
に
撮
影
し
て
し
ま
う
の
は
当
た

り
前
で
、
そ
れ
を
夕
方
に
は
現
像
し
翌
日

は
暗
室
に
入
っ
て
何
十
枚
と
プ
リ
ン
ト
す

る
。
一
度
暗
室
に
入
る
と
、
軽
食
を
と
る

以
外
は
10
時
間
く
ら
い
ぶ
っ
通
し
で
プ

リ
ン
ト
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
や
れ
ば

や
る
ほ
ど
腕
が
上
っ
た
か
ら
だ
。 

 

写
真
専
門
学
校
に
通
い
出
し
て
間
も

な
い
頃
か
ら
そ
ん
な
こ
と
を
続
け
て
い
た

ら
、
一
年
後
に
は
プ
ロ
・
ア
マ
を
含
め
た

全
国
規
模
の
写
真
展
で
「
新
人
賞
」
ま
で

頂
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
も
全
国
規
模

の
写
真
展
で
は
落
選
の
経
験
は
な
か
っ
た

 

写
真
講
座
シ
リ
ー
ズ

① 
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受賞の数  々

趣 
 
 

味 
 

水彩画を描く シリーズ⑧ 

題名 竹 の 子 

作者 中 山 雅 雄(S37法) 

 

し
、撮
影
の
仕
事
の
依
頼
も
増
え
続
け
た
。 

「
何
が
違
う
の
か
？
」
や
る
か
や
ら
な
い

か
の
違
い
だ
け
だ
。 

 

高
い
学
費
を
払
っ
て
写
真
専
門
学
校
へ

入
学
し
て
も
、
撮
影
も
ほ
と
ん
ど
し
な
く

て
暗
室
に
も
入
ら
な
い
生
徒
も
い
る
。
ど

う
過
ご
そ
う
が
各
自
の
自
由
だ
。し
か
し
、

確
実
に
言
え
る
こ
と
は
「
や
れ
ば
結
果
が

出
る
」
と
い
う
、
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
こ

と
だ
。
も
う
一
言
付
け
加
え
れ
ば
「
徹
底

的
に
や
れ
ば
結
果
が
出
る
」
と
い
う
こ
と

だ
。
そ
し
て
そ
れ
は
全
て
の
人
に
平
等
か

つ
共
通
の
原
理
原
則
で
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。
才
能
や
セ
ン
ス
は
関
係
な
い
と
は
言

わ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
一
番
大
事
な
こ

と
で
は
な
い
。
徹
底
的
に
や
っ
て
み
な
け

れ
ば
才
能
が
あ
る
か
ど
う
か
さ
え
分
か
ら

な
い
か
ら
だ
。 

 

今
回
は
こ
の
辺
で
。
次
回
は
「
誰
で
も

上
達
す
る
写
真
の
撮
り
方
」
を
書
こ
う
。 

      

    

物
故
者 

杉
田 

誠(

S

３５
経
営) 

ご
逝
去
を
悼
み
衷
心
よ
り
お
悔
み
申
し
上

げ
ま
す
。 

会
員
数
82
名(

平
成
30
年
５
月
現
在) 

会
員
相
互
の
動
静
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

編
集
後
記 

・「
写
真
講
座
」
連
載
開
始
。
乞
ご
期
待
。 

・
明
治
大
学
Ｈ
Ｐ
「
多
摩
市
地
域
支
部
」

で
検
索
を
！ 

                               

         

                      

秋山  隆敬 

伊東  勝義 

岩渕  義郎 

楳田  成美 

大田原 次清 

菊池  武信 

國 分  篤 

杉 山  喬 

須藤  忠志 

鶴田  勇雄 

中山  雅雄 

藤川  忠博 

峯岸  正己 

茂木  有司 

安波  節生 

矢場  岩男 

秋山  隆敬 

浅沼  紀雅 

有泉  俊夫 

飯塚  貴哉 

石場  和夫 

伊東  勝義 

今村 隆正 

岩永  久佳 

岩渕  義郎 

上春   貴 

宇治  博貴 

楳田  成美 

大澤  義文 

大田原 次清 

岡   等 

菊田  正俊 

菊池  武信 

木村  敏文 

熊谷  和彦 

小金  忠男 

國分   篤 

小竹  唯夫 

金野  義勝 

坂井  靖三 

榊  つきみ 

坂口   直 

坂本  康彦 

島崎   昭 

菅井 美沙子 

杉田  正男 

杉山   喬 

鈴木  一巳 

須藤  忠志 

諏訪本 充弘 

関   道定 

芹沢  壮光 

平樂 直樹 

高橋  三郎 

髙山 千佳歳 

田所  利之 

谷   幸雄 

土田   充 

鶴田  勇雄 

寺岡  安理 

寺島  忠昭 

長嶋   彰 

仲野  道子 

中山  雅雄 

中山  厲介 

鍋田  正直 

西川  克子 

野村  文夫 

野村  希介 

野村  光芳 

浜崎  幸夫 

福地   登 

藤川  忠博 

藤川  道子 

藤原  輝雄 

松澤  節夫 

峯岸  正己 

村木  繁之 

室田   修 

茂木  有司 

森   和子 

安波  節生 

矢場  岩男 

山口  和英 

山崎  直人 

山田  隆英 

和久田 國修 

会
員
の
動
静 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

会
員
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 
 
 
 

自
慢
の
一
葉
⑪ 

①朝暘の伊那前岳  (宝剣岳) 

撮影者 鶴 田 勇 雄(Ｓ37法) 

② ニュウナイスズメ（埼玉県鴻巣） 

撮影者 矢 場 岩 男(Ｓ43商) 

＜平成 29年度会費受領会員＞  🌼ありがとうございました🌼 
  

＜ご寄付＞ 
 

 (五十音順・敬称略) 

 


